
深江駅南地区地区計画の概要 

位   置 
神戸市東灘区深江本町１丁目，２丁目，３丁目及び４丁目並びに 

深江南町１丁目，２丁目，３丁目及び４丁目 

区   域 計画図（裏面）表示のとおり 

面   積 約 56.3 ha  

決定年月日 

平成 22年６月 15日 

平成 25年２月 26日（変更） 

平成 29年３月７日（変更） 

地区計画の 

目   標 

当地区は，阪神電鉄深江駅の南東部に位置し，北は阪神電鉄，南は国

道 43 号沿道を含めて臨海部までの一帯の地域で，住宅，商業施設，工

業施設等が共存する市街地である。 

本計画は，「庶民的で住み良い街への改善」を推進するため，明るく

安全で活気のある街を目指し，住商工の調和のとれた良好な市街地を形

成することを目標とする。 

 

土地利用の 

方   針 

１．「幹線道路沿道地区」 

住宅，店舗，工場等が適度に複合し，幹線道路沿道の利便性を活か

した土地利用を図る。 

２．「住宅地区」 

  住宅を主体とした良好な住環境の維持，保全を目指した土地利用を

図る。 

３．「住商協調地区」 

低層住宅，中高層住宅，店舗等が適度に複合し，それぞれの施設の

環境に配慮した土地利用を図る。 

地区施設の 

整備の方針 

健全な土地利用の増進と良好な地区環境の形成を図るため，地区内の

道路，公園等を適正に維持，保全する。 

建築物等の 

整備の方針 

１．「幹線道路沿道地区」 

幹線道路沿道の利便性を活かし，かつ住環境に配慮した土地利用を

図るため，建築物等の用途に留意して整備を行う。 

２．「住宅地区」 

  良好な住環境に配慮した土地利用を図るため，建築物等の用途，高

さに留意して整備を行う。 

３．「住商協調地区」 

低層住宅，中高層住宅，店舗等のそれぞれの施設の環境に配慮した

土地利用を図るため，建築物等の用途に留意して整備を行う。 

 

 
 

地 区 整 備 計 画
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